
 

 

 

 

 

 

 

「友情」をはぐくむことを考える 
校長 家德 丈夫 

５月に入り、新年度が始まって、約１ヶ月となりました。本校の一日は、朝練習や生徒会執行部・中央委員の皆

さん、そしてボランティアの人も加わりによるあいさつ運動から始まります。そして、授業、給食や清掃など、中

学校として当たり前のような光景ですが、生徒の皆さんの活気のある姿や、できることに精一杯取り組む姿に、毎

日心が和み、学校にいるうれしさを感じています。さらに放課後には、１年生が入部して３学年そろって行う部活

動で、一生懸命に取り組む桶川東中生の頼もしさを感じています。この部活動は、３学年が一緒に活動することが

できるのは、運動部の場合、学校総合体育大会までのこの時期だけとなり、とても貴重な時間です。運動部も文化

部も、１・２年生は、３年生の姿を目に焼き付けておいてほしいですし、３年生は、今できること一生懸命行い、

「最後まで頑張った達成感」を味わえるように取り組んでください。 

さて、昨年度は、朝行っていた全校「朝会」を、今年度は午後の授業後の時間にし、体育館で生徒の皆さんと対

面形式で行うこととしました。４月から、集会時には、決められた時間の前に整然と集合する姿に、また一つ桶川

東中生の「よさ」が伝統となりつつあると感じています。以下、その概要を掲載します。 

＜全校集会（校長講話）より＞ 
本日は「友情をはぐくむには」というテーマでお話しします。 
生徒の皆さんは、「友情」を感じることはありますか。「友情」とは、辞書をひくと「友達との情愛」を略して「友

情」と書いてあります。では，「情愛」とは何でしょうか。これも辞書などで確認すると、「情け」「いつくしみ」「愛
情」とあります。例えば、「友達が困っているから助ける」「友達の気持ちに共感する（わかる）」「友達に対して好感を
もつ」、これらのことを何回も何回も繰り返して，「友情」という関係ができあがるのだと思います。その過程の中で
は、「自己開示（自分のことを話すこと）」が必ず必要です。つまり、自分のことをさらけ出したり、本音を言い合った
りして、関係が深まっていくのです。 
そうして築かれた「友情」があって，初めて次に「信頼」関係が成り立つのだと考えられています。「信頼」とは、

「信じて頼りにすること」です。例えば、見ず知らずの人、いきなり自分の住所や連絡先などの個人情報を伝えること
はできますか。きっとほとんどの人が「できない」と答えるでしょう。それはなぜかと言えば、「どこにどう広められ
るかが分からない。」から。それらは、「信頼」という基礎が、人間関係の中にできていないからです。 
 すなわち、「信頼し合う関係」を築くには、知り合った友達としての良好な関わりが積み重ねられ、「友情」がはぐく
まれることが前提にあるのです。 
学校という場には、このような「友情」をはぐくむための機会がたくさんあります。例えば、皆さんが、共通の興味

や活動を通じて絆を深めることができるような部活動があります。また、学級では、体育祭や校内音楽会などの行事に
取り組み、共通の目標に向かって協力（協働）することを通して、友情をはぐくむことにもつながっていきます。他に
も、授業の中で行うグループワークの時も、一人一人の経験や得意なことなどに違いがある人たちが、互いに協力し合
うことを通して、互いの違いを受け入れ、尊重（リスペクト）することにつながります。 
さらに、学校生活の中でお互いに関わり合うことを通して、社会的スキルを学び、友情を築くための基礎が築かれま

す。これには、コミュニケーションスキル、感情のコントロール、互いに意見の違いに折り合いをつけることなどが含
まれます。これらのスキルは、友達との関係を向上させ、維持する上で不可欠だと思います。また、学校という場で
は、生徒の皆さんが、互いに助け合う文化をはぐくむことができます。これは、お互いのよい行動を認め合い、たたえ
合うことで、そのような雰囲気がはぐくまれていきます。友達を助けたり、新しい生徒を歓迎したり、頑張った友達に
心から拍手を送ったりすることが、そのような文化の形成につながっていきます。また、いじめや誹謗中傷などの行為
に対しては、みんなでなくしていこうとすることに、意識して取り組むことも重要です。つまり、温かく、お互いが過
ごしやすい雰囲気をつくり、学校に集った仲間が、ともにその時々の目標に向かって一緒に取り組むことを通して、心
が通い合い、「友情」がはぐくまれるのではないでしょうか。 
私自身の経験では、学校に通っているとき以外でも、例えば大人になっても、「友情」をはぐくむことはできます。

しかし、今の皆さんの年齢の時に、「友情」をはぐくむ経験をすることは、その後の人生を豊かにすることにつながる
と考えています。 
これから１年間、ともに学校生活を送る仲間・友達がいる今、「友情」について、ぜひ考えてみてください。 

ますは、各学級でこれから取り組む「体育祭」で、みんなで一つの目標に向かって取り組み、「達成感」を味わうとと
もに、「友情」がはぐくまれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

☆★令和６年度★☆ 
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５月の生活目標                重点目標 

・体育祭に向けてクラスで協力して活動しよう。 ・規則正しい生活をする。 

・時間を見て行動しよう。           ・体力の向上を図る。 

 



4 月 10 日（水）新入生を迎える会 

 

 

 

 

 

 

 

桶川東中学校についての学校生活全校オリエンテーシ

ョンが行われました。主な説明は、学校生活の決まり、授

業の受け方、家庭学習の取り組み方、テストの受け方、そ

して給食の時間についてです。さらに 1 年生に向けて２・

３年生が各部活動の活動内容についての紹介や吹奏楽部

の演奏披露などが行われました。また、くす玉によるメッ

セージもあり、1 年生にとって思い出に残る会となりまし

た。2，3 年生は、進学して落ち着きある模範的な態度でし

た。有意義な一年間にしていきましょう。 

 

4 月 12 日（金）授業参観・保護者会 

 

 

 

 

進級して初めての授業参観となり、どの学年の生徒も少

し緊張した面持ちでしたが、一生懸命授業に参加していま

した。特に 3 年生の授業は、最高学年としてとても立派に

発表している姿が見られました。 

～保護者の皆様へ 

ご多用の中、本校にご来校いただきありがとうございま

した。今後も生徒たちが学校で頑張る姿に、応援をよろし

くお願いいたします。 

 

4 月 26 日（金）離任式 

 

 

 

 

 昨年度までお世話になった先生方にご来校いただき、

離任式を行いました。離任された先生一人ひとりに代表

生徒が、感謝の手紙の朗読と花束を贈呈しました。先生

方からは皆さんのさらなる活躍を期待する言葉がたく

さん聞かれました。離任式後も先生方の周りに生徒が集

まり、次々に感謝の言葉を伝えていました。 

 

 

 

5 月の行事等 

2 日（木） 新体力テスト②③④（雨天火曜授業） 

教育実習開始（保健体育）～5/24 

7 日（火） 教育実習開始（社会）～5/24  

新体力テスト予備日 

第 1 回体育祭係別会議 

PTA 総会 

8 日（水） 月①②③④⑤水⑥ 

１学年心臓検診 

体育祭放課後練習 

9 日（木） 埼玉県学力・学習状況調査 

10 日（金） ⑥学級討議 

③④１学年体育祭練習 

尿検査２次 

体育祭放課後練習 

13 日（月） 表彰集会 

全学年歯科検診 

14 日（火） ⑤⑥体育祭全体練習 

体育祭放課後練習 

15 日（水） 水①②④⑤③⑥ 

③④３学年体育祭練習 

通信陸上班大会 

中間テスト前部活動停止～5/21 

16 日（木） ③④２学年体育祭練習 

通信陸上班大会 

17 日（金） 体育祭放課後練習 

通信陸上班大会予備日 

22 日（水） 中間テスト 

第２回体育祭係別会議 

23 日（木） ⑤⑥全体練習 

体育祭放課後練習 

24 日（金） 教育実習終了 

①②３学年体育祭練習 

③④１学年体育祭練習 

体育祭放課後練習 

27 日（月） ①②２学年体育祭練習 

第 3 回専門委員会 

第 3 回体育祭係別会議 

28 日（火） ①～④体育祭予行（雨天火①～④） 

29 日（水） 学校総合班大会（硬式テニス） 

30 日（木） 体育祭予行予備日（①～④） 

学校総合班大会予備日（硬式テニス） 

31 日（金） ⑤⑥体育祭事前準備 

5 月となり、気温が上がり始めています。また、体育

祭を控え、体育祭練習が計画されています。水分補給用

に、毎日の水筒の用意（水、茶またはスポーツドリンク）

をお願いいたします。 

 

 


